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1. はじめに 本研究ではまちづくりにおいて市民の

合意・納得を得るための基盤としての社会的文脈に

注目する。社会的文脈とは,物事を理解するための文

化・社会的背景を意味する。本研究では社会的文脈

はメディア記事その他,社会で生み出される言説にお

ける語句の共起性によって顕示されると考える 1)。

しかし,社会的文脈は,時代とともに変化し得るもの

と考えられる。問題解決のために,社会的文脈を変化

させようと意図して発言するケースも存在する。例

えば,近年の自転車の走行空間をめぐる問題は,社会

的文脈が変化した代表例と考えられる。本研究では

自転車問題に関する社会的文脈を明らかにするとと

もに,その遷移過程を分析する。 

2. 分析手法 

(1) 分析フロー 全体の分析フローを図-1 に示す。ま

ずデータ収集を行い,そのデータの分析・整理を行う。

その上で分析結果を比較検討する。テキスト分析の

フローを図-2 に示す。共起性を測定するために

Jaccard 係数を用いた(式(1))。Jaccard 係数が高い語句

の組は共起性が高い。 

(1) 

 

まず関連語分析として,「自転車」との間の Jaccard

係数が高い語句を列挙する。次に, 「自転車」を含

む記事文中で,Jaccard 係数の高い語句ペアをリンク

で結び,共起ネットワークを作成する。 

(2) データ概要  まず,2002～2012 年の読売新聞記事

を収集し,記事のテキスト分析を行った。次に,国土交

通省・自転車活用推進研究会(自活研)・警察庁の 2000

年～2012 年の自転車に関する活動を収集した。さら

に,自転車に関する著述活動を行っている疋田智氏の

ブログを収集した。 

3. 結果 

(1)「自転車」との関連語の順位推移  

 

図-1 本研究の分析フロー 

 

図-2 テキスト分析のフロー 

図-3 に関連語分析における「車道」及び「放置」の

「自転車」との Jaccard係数の順位の推移を示す。2007

年に「車道」と「放置」の順位が入れ替わっている

ことがわかる。「放置」は,共起数が減少傾向にあり,

「車道」の共起数は増加傾向にあるといえる。 

(2)共起ネットワーク比較 2002年,2006年,2012年の共

起ネットワークをそれぞれ図-4, 図-5,図-6 に示す。

図-4と図-5 を比較すると,2006 年には「放置」と「自

転車」の間のリンクがなく,これらの語句間の共起性

が低下したといえる。また,2006 年に「道交法」がネ

ットワーク上に現れ,「県警」を中心に交通ルールに

関する語句が増加した。図-5 と図-6 を比較すると,

図-6 は,自転車の走行空間に関する語句が増加した

といえる。 

(3)年表との比較   次に表-1 に自転車施策に関する

諸団体の活動を整理した。警察庁,国交省,自活研,疋田

氏の各年の活動について年表として整理している。
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国交省は 2001 年～2003 年に放置自転車の撤去・駐輪

場の整備・自転車利用のモラル向上を訴える広報活

動を行った。この動向は 2002 年の共起ネットワーク

にも現れている(図-4)。また,2006 年に警察庁は子ど

もや高齢者が利用の場合,交通量が多く車道が危険な

場合の 2 つの場合に限り,歩道での自転車通行を認め

る提言をまとめた。これに対し,自活研と疋田氏は提

言に反対し,警察庁にパブリックコメントを送付し,

また,シンポジウムを開催した。反対の理由は,この提

言が自転車の車道の締め出しにつながるというもの

であった。これらの動向についても 2006 年のネット

ワークに「道交法」という単語として現れている(図

-5)。 さらに,2011 年に国交省は安全で快適な自転車

利用環境の創出のためのガイドラインの提案を行い,

これに対し自転車活用推進研究会が取りまとめに参

加し,協力した。これは自転車環境の改善を目指した

活動であり,2012 年の共起ネットワークに現れてい

る(図-6)。 

4. おわりに    

・表-1 より 2006～2007 年に自転車に関する道交法の

改正の動きがあり,国,NPO の活動があった。 

・諸団体の動向や情勢の変化が共起ネットワークに

も表れ,共起する語句に変化が見られた。 

・社会的文脈は時間の経過とともに変化し得ること

が示された。 

・諸団体の活動との比較分析の結果,社会的文脈の変

化には,NPOその他による問題提起の影響が見られ

る。 
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図-3 「放置」と「車道」の「自転車」に対する Jaccard 係

数順位の推移(2002年-2012 年) 

 

 

 

 

 

 

表-1対象期間の官庁、NPO、活動家の各活動 

図-4  共起ネットワーク(2002) 

図-5  共起ネットワーク(2006) 

図-6  共起ネットワーク(2012) 

 

 

 


